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AIST－SOA仮想クラスタ管理システムの開発
仮想化技術を活用した柔軟なデータセンターの実現に向けて
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仮想化技術
　データセンターなど計算機資源を集中して
保有する組織では、稼働率の向上や設備コスト・
運用コストの削減が強く求められ、近年こうし
た要請に応える方法として仮想化技術が注目
されています。仮想化技術とは、計算機システ
ムの構成要素であるCPU、ストレージ（記憶装
置）、ネットワークなどを論理的に複数に分割
し、複数のCPU、複数のストレージ、複数のネッ
トワークとして利用できるようにする技術で
す。この技術を用いると、物理的に保有してい
る計算機資源をより多くの仮想的な計算機資
源として利用することができ、資源の稼働率の
向上や設備コストの低減に大きな効果があり
ます。
　しかし、これまで仮想化技術は、主に計算
機資源を固定的に分割する手段として利用さ
れ、依頼に応じて資源を切り出して利用者に提
供することはできませんでした。また、既存の
仮想化技術を用いたシステム構築では、CPU、
ストレージ、ネットワークのそれぞれに対応す
る仮想化技術を複合的に組み合わせて利用で
きないため、フレキシブルな構成にすることが
困難でした。
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図　AIST－SOA仮想クラスタ管理システムの概要
資源利用者からの依頼に応じてオンデマンドで仮想クラスタを構築・設定を行い、提供する。
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　産総研では、仮想化技術の活用をさらに一歩
進め、データセンターの計算機資源を依頼に応
じて柔軟に利用できるようにすることを目標に
「AIST－SOA仮想クラスタ管理システム」の開
発を進めています。このシステムは、利用者か
らの依頼に応じて予約ベースで仮想クラスタを
構築して提供する機能を実現します。
　具体的には、利用者はまずWebインタフェー
スを使って、利用する計算機資源の量（CPUの
個数、メモリー容量、ディスク容量など）と構
成情報、その占有時間を指定して予約します。
予約開始時刻が近づくと、システムは予約内容
に基づいて、VMware Server 1.0またはXen 3.0
の仮想計算機、VLAN、iSCSIストレージなど
必要な計算機資源を生成して確保した後、OS・
アプリのインストールと設定を行って、利用者
に提供します（図参照）。
　これまでにシステムに必要な要素技術の開発
がほぼ完了し、プロトタイプシステムが稼動、
SC｜06やComSys2006など国内外の会議でも
デモンストレーションを行っています。今後は
システムの完成度を上げ、実用化に向けて実際
のデータセンターと協力して実証実験やソフト
ウェアの改善を行っていく予定です。
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